
（9）
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山梨県甲斐市（平成１６年９月１日，竜王町・敷島町・双葉町と合併） 
《研修内容：合併特例債の利用について》 
　甲斐市の特例債の利用状況は，竜王駅周辺整備事業（約５３．６億円）塩
崎駅周辺整備事業（約２９．７億円），新庁舎整備事業（約６０億円）などを見
込んでいますが，その中でも竜王駅周辺整備事業については，重要課
題として合併前から３町で整備計画の策定・協議が進められてきました。
駅舎は，橋上駅とし，その事業費の大部分が用地費及び補償費であり
ます。新庁舎整備については，平成２１年から予定されていますが，整
備内容はまだ構想の段階です。（現在分庁方式）特例債は，起債です
ので必ずしも使用しなければならないとは考えていません。もっと有
利な財源が見つかれば，それを企てることも選択するとのことです。 

静岡県御前崎市（平成１６年４月１日，御前崎町・浜岡町と合併） 
《研修内容：新市建設計画の実施状況》 
　御前崎市では，浜岡原子力発電所が立地し旧浜岡町が不交付団体で
あるため，特例債の活用については，旧御前崎町にケーブルテレビの
整備事業（約６．８億円）を行なった以外の活用予定はありません。特例
債が活用できるから合併するのではなく，以前からある程度の枠組み
の中で進んだ合併であります。特に議員の在任特例期間を使用しない
で合併と同時に改選により行なったということで，各方面から注目を
集めているそうです。今後は，コンテナ基地として重要港湾御前崎港
の他，静岡空港も開港する予定で，県の陸海空のゲートウェイとして
役割が期待されています。 

滋賀県長浜市立長浜南小学校 

愛知県半田市立さくら小学校（平成１５年４月１日開校） 

総務委員会活動　５月２４日～２６日 研修テーマ ： 新市施行後のよりよいまちづくり 

文教厚生委員会活動　５月２３日～２５日 研修テーマ ： 特色ある優れた学校づくり 

▲竜王駅 

▲御前崎市役所前 

▲英語の授業 

▲プール（体育館屋上） 

《研修内容：構造特区指定「小学校英語科」》 
　長浜市では，国際化の進展に対応できる人づくりの一環として，世界
に通用するコミュニケーション能力を育成するために，小学校の段階か
ら英語学習を行なっていました。英語でのあいさつや，身近な事柄につ
いて平易な英語でのコミュニケーションを目指し，学年ごとに学習目標
を設定し，それに即した指導及び評価を行なっています。 
　長浜南小学校では，英語科の時間を低学年週１時間，中学年週１．５時間，
高学年週２時間学習しています。その他，毎朝１０分間今月の歌を歌ったり，
読書をしたりするさわやかタイムやボランティアのお母さんによる読み
聞かせタイムなどを行なっています。 

《研修内容：学校建設と多機能校舎》 
　さくら小学校は，母体となる半田小学校が児童数９６１名，２８学級（平成１
４年５月１日現在）の大規模校であり将来の児童数についても，横ばい若しく
は微増で推移していくと予想されていました。さくら小学校区は，区画整
理事業により開発された地域であり，通学距離にして２．６Ｋｍ，時間にして
１時間かかる児童も多く，新設小学校の要望書が提出され，建設に至りま
した。（児童数４８４名，１７学級） 
 =学校建築の特色= 
・生涯学習を考慮した地域開放型スクール 
　（体育館棟に地域・学校連携施設を設け，常時地域の方たちが利用できます） 
・環境にやさしい学校 
　（太陽光発電、風力発電施設の設置，温度上昇を抑える屋上プール・緑化） 
・人にやさしい学校 
　（障害のある人に対応したエレベータ，多目的トイレ等を整備したバリアフリースクール） 
・その他（普通教室を大きくし，廊下側の壁を可動式にしています） 
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　永年の議会活動を通じて地方自治の発展に寄与された方々に全国町村議会議長会から，感謝状が贈呈さ
れました。（対象者は，感謝状贈呈に関する規程に基づき，廃置分合または境界変更によって市となりま
たは市に編入されることにより，町村議会議員のとして任期を満了したならば15年以上在職期間を有する
と見込まれる方です。） 
 
 
 
　新治郡議長会長を１年以上務めた功績により茨城県町村議会議長会会長から関利夫議員に感謝状が贈呈
されました。関議員は，平成16年４月１日から新治郡町村議会議長会の会長として郡内議会の発展のため
にご活躍されました。 

全国町村議会議長会により感謝状受賞 全国町村議会議長会により感謝状受賞 

茨城県町村議会議長会により感謝状及び記念品受賞 茨城県町村議会議長会により感謝状及び記念品受賞 
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みんなの笑顔があふれる元気なまちづくりを 

《５つの視点による重要施策と予算》 

・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・ 

服部　松兵衛議員 
１３年２月 
 

豊崎　肇議員 
１４年２月 

関　利夫議員 
１４年２月 
 

鈴木　樹議員 
１３年２月 

島田　揚二議員
１３年２月 

菅澤　和夫議員 
１３年２月 

桂木　庸雄議員 
１３年２月 

市村　小太郎議員 
１３年２月 
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一般会計予算　１４４億９，６００万円に 一般会計予算　１４４億９，６００万円に 

特別会計予算総額で１０７億４，９７６万円に 

　
市
長
よ
り
、
助
役
・
収
入
役
及
び
各
委
員
の
選
任
の
追
加
議
案
が
提
出
さ
れ
選
任
同
意
致
し
ま
し

た
。
６
月
２５
日
付
で
、
助
役
に
は
前
霞
ヶ
浦
町
長
の
郡
司
豊
廣
氏（
６２
）、
前
千
代
田
町
助
役
の
大

山
健
氏（
６７
）が
就
任
さ
れ
、
収
入
役
に
は
前
千
代
田
町
収
入
役
の
井
坂
悦
司
氏（
６４
）が
就
任
さ
れ

ま
し
た
。 

収 入 役 

井坂　悦司 
助　　役 
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光
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牛
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） 
　かすみがうら市選挙管理委員
会委員及び補充員の選挙を行なっ
た結果，次の方が当選されました。 
 
◎選挙管理委員 
　齋　藤　　貞　　（稲　吉） 
　清　水　見　龍　（中志筑） 
　山　口　正　男　（牛　渡） 
　出　沼　洋　子　（宍　倉） 
 
◎補充員 
　永　作　輝　夫　（下稲吉） 
　内　田　和　子　（田　伏） 
　君　山　充　彦　（上稲吉） 
　小　島　正　雄　（深　谷） 
　　　　　　　　　　順不同 
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